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岩手県立胆沢病院  救急患者の受入れ状況 
 平成30年度 1日平均34.9人、GWは 1日平均65.1人を受入れ 

 当院は、胆江圏域二次救急指定医療機関の基幹病院として、その中

心を担うべく365日昼夜問わず救急患者の受入れを行っています。右記

表は、昨年度からの救急患者の受入状況ですが、平成30年度は、1日

平均34.9人の救急患者を受入れています。救急車搬入件数は年間

3,368件で、1日平均にすると9.2件の救急車を受入れております。救急

患者の内、22.9%の方が入院されており、救急患者の5人に1人は入院さ

れている状況となっております。 

また、当院は平成26年12月に地域医療支援病院の認定を受け、平日

時間内の診療については、一部診療科を除いて他の医療機関からの紹

介を原則としておりますが、救急患者さんについては、断ることなく受入れ

ております。当院基本理念の「私たちは、地域の人々の健康と命を守る

ため、愛を持って地域医療に貢献します。」の下、胆江圏域の急性期医

療と救急医療を担ってまいりますので、今後とも地域の皆様のご協力を

お願いいたします。 

ＧＷ１０連休中の救急患者受入れ状況 

 ＧＷ１０連休中、当院では胆江圏域の医

療体制の確保と連休中に治療が必要な患

者さん方への対応を目的として、４月３０日

と５月２日の２日間の通常診療を行いまし

た。この２日間も含めた連休期間中には、１

日平均65.1人の救急患者さんが受診され

ました。また、救急車については合計で

121件、１日平均12.1件の搬送受入れと

なっています。 

医事経営課長 及川 光二 

下記の期間、外来診療（全科）を休診し、当直医師による救急診療体制となります。 

８月１3日（火）、８月１4日（水） 

 ※救急受診を希望される患者さんは電話でご連絡をお願いします。 
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Ingenia1.5T MRI装置 

Body DWIの画像 

今年の4月から、Philips社製AchievaDual1.5Tに換わり、同社製のIngenia1.5Tが稼動し

ました。装置の更新期間中もMRI検査を可能とするため、検査室も新しくすることにしまし

たが、院内に新たに検査スペースを見つけるのは大変でした。ご協力頂いた関係者各位

に心より感謝申し上げます。 

導入したIngenia1.5Tは、既に県立病院で数機稼働中であり珍しいわけではありません

が、旧装置に比べるといくつか優れた点がありますので紹介させて頂きます。 

一つ目は、装置の開口径が70cmと広くなり検査時の圧迫感がいくらか解消されまし

た。また、撮影範囲も55cmと少し広範囲に撮影できます。騒音に関しては、いくらか低減

されています。以前より快適な環境で検査を受けて頂けるようになりました。 

二つ目は、磁場の均一性が増しSNRが向上したことで安定した脂肪抑制画像を得るこ

とが出来ます。これによりオンコロジーイメージングの一つであるBody DWIが以前よりも良

い画質で提供できます。またカーディアックイメージングについても、同様に検査できま

す。 

最後に、新機能としてMRS（MRスペクトロスコピー）が追加されました。オンコロジーイ

メージングとして活用して下さることを期待します。 

稼働して約二ヶ月経ちますが装置の能力が100％引き出されているとは言い難く、今

後もスタッフ一同で研鑽していきます。 

この度は、装置紹介の機会を頂き有り難うございました。併せて放射線技術科も宜しく

お願いします。 

副診療放射線技師長 大崎 誠 

 第2回 医療情報コーナーイベントのお知らせ 

   日 時  7月23日（火） 9：30～11：30 

   内 容  「治療に役立つ手づくり小物をつくる会」 

          治療に役立つ小物です。一緒に作りましょう。（バンダナ帽子）       

   担 当  ボランティアスタッフ       

   場 所  胆沢病院 玄関ホール内医療情報コーナー  

   申 込  事前申込が必要です。（先着１０名） 

   費 用  108円（材料費として） 

   持ち物  裁縫道具 

    申込み、問合せ先 胆沢病院 地域医療福祉連携室 TEL 0197-24-4121  


